1.固体ヘリウムにおける核スピン秩序(基研長期研究計画「量子固体」,研究会報告) by 内海, 研一
Title1.固体ヘリウムにおける核スピン秩序(基研長期研究計画「量子固体」,研究会報告)
Author(s)内海, 研一





































































～0.5mK となって ((3)式参照 ), 交換相互作用エネルギーと同程度になるというこ
とである｡
§3. ExchangeHamiltonian と実験 との比較
今 Exchangehamiltonianを
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vm(C組 ol) 24.4 24.0 24.2
J1(mK) 0.049 0.83 0.648





ピンオーダー リングが可能であるかを見てみる｡ハ ミル トニアンは,
LK - 2 Jl(15',nn)ii･gj+ 2 J2 (吾,'nnn)盲･言･tJ
+ rEaβ 2Kr(iJFkL)ET 〔(Si･SJ･)(Sk･Sz)
_.▲_.▲一_1 -ゝ一･ -A.･▲一▲
+ (si･SJ)(Sk･Szト 与 (Si･Sk)(Sj･Sz)〕 (6)
ここで,第一項はnearestneighbourpairにっいての和,第二項は 2nd,neighbour
pairについての和,第三項は α,βという二種類の 4- スピンクラスターについての














































































モー ドがない,という結果が得られた｡ q-0におけるオプティカルモー ドフリー クェ
ンシ-tま,






となる. 3J2- 2J1-0･4mK,Ka一KB- 3×10-3mKとしたときu0-7MC/Sと
なる｡





































横浜市立大 石 川 幸 志
岡 田 勇
固体Hg中のH㌔原子は, 量子効果としての大きな零点振動によってその位置を交換
し,その結果Hgの核スピン間に最隣接間で負の交換相互作用が働 らくO固体HC3に対
する現在までの実験結果は以下の三点で,二粒子交換のみを考慮する通常のHeisenberg
モデルでは説明できない｡
1.高温展開の理論値と実験値を比べて,求めたexchangetParameterJの値からきめたTN
は,実験のTNより高い｡
2.他の量の高温展開から決めたJの値は,磁場Hをかけた場合の magneticpressure
p(H)の磁場依存性を説明できない｡
3. 0.4テスラ以上の磁場Hによる転移温度 TNの変化と)-Hと共にTNは一次で増加
する｡この変化は Heisenbergモデルでは磁場によりスピンがそろう効果である｡
J-0のスピン系の比熱が最大になる温度は,H-1.5TN(Hはテスラの単位,温
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